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大会 発 表 要 旨1993。11.6

景気 とデザ イン

中西 徹/㈱ 京阪百貨店

そもそも景気 とは,「 景気の景 という字 は

日かげ ・日光 を意味する言葉で①けはい,様

子を意味 し,転 じて②威勢 とか元気の良いこ

とを指す」 とある様 に景気の良いときは社会

全般が元気が良 く,不 況時には社会 も産業界

も元気がな くなります。産業界に元気がなく

なるということは重大なことであ ります。ま

ず何事にで もチャレンジしようとする気力が

な くなります。就中,企 業経営者は設備投資

や製品の開発の意欲がな くな りもっぱら企業

防衛の姿勢 とな ります。そして,.ト ップが余

りにも 「あれもいらない,こ れ も無駄だ」と

言 うと開発チームは不満た らた らの状態 とな

り技術者やデザイナーも新製品の開発研究の

意欲がな くなるからです。 と言 うことで不景

気は生産量だけでな く生産品の質(ク オ リテ

ィ)に も影響するのであります。

世の中の流行に一番敏感な衣装(フ ァッシ

ョン)の デザインについて言います と,好 景

気な ときには大そう色彩が豊富で,い きいき

とした鮮やかな色,す なわち青 ・赤 ・黄 ・緑

が主流を占め,イ タリー ・スペイン ・等 下ロ

ピカルなイメージを表すスタイルが流行 しま

した。が,不 況期には鮮やかな彩 りは薄れ,

アースカラー という茶色d黒 ・灰色等が主流

を占めゴ落 ち着いたイギ リス ・ノールウェイ

等北欧風のスタイルが流行するようにな りま

した。また,プ ロダクトデザインの分野では

自動車 ・電気製品 ・カメラ等のマーケットで

一時丸ぽい曲面デザインが大流行しましたこ

とは御承知のとお りです。

そもそもカーデザインにおける丸ぽい形 は

それなりに理由があります。ヨーロッパのユ
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一ザー達が望んだのは,高 速で長距離運転が

出来てしかも安定性のある運転 と燃費の良さ

で あって,そ の結果,エ アロダイナ ミック

(空力デザイン)を 取 り入れた流れる様 な曲

面 デザ イ ンが登 場 しま した。 これは時速

160㎞ 以上で長距離を走るヨー ロッパの車 に

ついてはリーズナブルでありますが,ほ とん

どが時速100㎞ 以下で走 る日本の車や,ま し

てや電気製品 ・カメラに とって丸 ぽい形 は

「目新しい」 という記号的意味しか理由づけ

られません。 この丸ぽいデザインで想い出す

のが,1929-1933の 世界大恐慌 の回復策 とし

て米国大統領 フランクリン ・ルーズベル トの

とったニューディール政策(1933-1939)で

あります。その一つにデザインに依 る工業製

品需要の開拓がありました。そしてその政策

に貢献 したのが レイモンド・ローウィ等のデ

ザイナーで,彼 等が生 み出 したのが 「流線

形」です。 これは,日 本でも昭和9～10年 流

線形時代を生み出しました。 この流線形 も飛

行機のデザインにな らった単 なるリ ・スタイ

ルであったと言えます。余談ではありますが,

先のウィリアム ・モ リスの有機的な曲線デザ

インといい,ロ ーウィの流線形 といい,又 こ

の度の丸ぽいデザインといい,経 済の激動期

には流れるようなデザインが登場すると言 う

ことに何か背景的な意味があるように思 えま

すが,又 の機会に検討することとします。

去る10月23日,第30回 東京モーターシ1ヨウ

が開かれ世界15ケ 国か ら,352の 企業が参加

し200万 人を超える入場者をみました。 とい

うことで一見 自動車業界 も盛大に見 えますが,

中身はそうではなく 「日本の自動車メーカー

の開発姿勢が暗中模索に陥っており,市 場変

化が読み切れず,投 入 した新車はいずれ も振

るわず日本車の苦悩 を象徴 している」 と言 う

のが実情のようであります。ホンダの吉野副

社長が 「かってはクルマは夢の実現だった。



だが,国 内市場 は成熟期を迎 え,欧 米のよう

にクルマを道具 と割 り切る消費者が増 えてい

る」 と言 うように,前 回までは最新のテクノ

uジ ーと斬新なスタイリングを競 う豪華絢爛

コンセプ ト車が数多 く出品されていたが,今

回はすっか り影をひそめ,そ れに代 ってずん

ぐりとした外観,お 世辞にも格好がいいとは

言われない様な実用一点張 りのコンセプ ト車

が登場 したと言われます。

又建築に於いても,高 松 伸が言 う 「商業

建築 は一瞬にして人の目を捉え,魅 了し,欲

望を建築に向わせる」 という様 な個性的で装

飾過剰な建築がポス ト・モダンな様式 とも重

なり,そ れがバブル時代 に流行 しました。そ

の高松 伸の設計 した京都北 山通 りのOXY

ビル は土地共に売却 され新しいオーナーによ

り解体 された といいます。(『アエラ』10月18

日号)そ して今年の建築学会賞受賞の内藤

広の 「海の博物館」は少ない建築費の中建築

の可能性を求めた 「清貧」の時代の到来を見

越 したかのような作品であると言われます。

以上検証 してきた とおり,バ ブルの時代は量

的にも,ス タイルに於いても大量のデザイン

を生み出しました。それは旺盛な経済力 と旺

盛 な人々の欲求 に支 えられ,時 にはバ ブル

(泡)の 如き無駄で機能的にも使用上 も意味

のない形を生み出し,ま た必要以上の装飾 を

付 け加えました。

そしてバブル崩壊後,一 変 して経済は冷え

込み,人 々の欲求は萎縮 したにも拘 らず,バ

ブル期に投資した設備は膨大 なものとなった

まま残 り,巨 大なビルは空室をか こち,長 大

な生産ラインは止 まったままで,そ れで も尚

倉庫にはバブル時代 に造 り続けた製品が山積

みの状態であります。

この様 な状態でありますか ら,在 庫品の始

末が まず第一で新製品を造 り,新 しいデザイ

ンを造 ること等思いも及ばない と言 うのが製

造現場でのデザイナーの告白です。が彼 は嘆

くばか りではな く,今 後のデザインについて

次 の様 に言っています。「無駄 を省 き実用的

な物を求める消費者の思考がデザインに反映

されて くるものと考 えます。」 と。また建築

では,高 松 の言 う 「建築の誕生には必ず人間

の欲望が動いている。欲望 と建築 とは切 り離

せない」存在であるが,そ れ以前 に建築は社

会的な存在であると言うことが反省され始め

て居 ります。

自動車のデザインで も本当の丸ぽいデザイ

ンの意味が反省され効率的 ・安全性 も含 めて

実用的な意味が改めて追求 されると同時に,

建築 と同様社会的 ・地球環境的な次元での反

省が行なわれる様にな りました。と,今があら

ゆるデザインを商業主義か ら開放 して静かに

人間の生き方 ・社会のあり方 ・地球環境への

影響等を探求 し視野を広げた地盤の上で考え

るまた とない機会であると思 うのであります。

最後に,こ の不況が どうすれば回復するの

か,と 言 うことに少 しばか りふれてみたいと

思います。三和総研の嶋中氏 に言わせ ると,

日本の経済は過去10年 の周期で好,不 況が繰

り返 されている。西暦の10年 間が前半減速,

後半加速で,現 在の経済不振は直前の80年 代

後半の繁栄っ まり平成景気(バ ブル景気)の

必然的な反動 とみることが出来るととらえて

います。そして,景 気循環論で知られるシュ

ンペーターによると,「不況は前の好況の反

動 と見ることは出来て も,好 況の方は先立っ

不況だけでは説明が出来ない」 と言い ます。

不況期には低金利,在 庫圧縮,賃 金 ・原材料

費の節減,つ まりリス トラをこぞって行なう

が,そ れだけでは好況を引 き起 こすほどの原

動力 とはな り得ない。新製品,新 販路,新 生

産技術,新 経営システム等を内容 とする企業

家によるイノベーションが必要である,と 言

います。全 く同感であります。
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